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黒
曜
石
の
大
移
動

　関東・中部地方の黒曜石原産地

剥片・砕片

敲
たたきいし

石

台石

石核

石器づくり
計画的に無駄なくつくる

１　原石となる黒曜石に敲石や鹿角を打ちつけて形を整え、

　　 平らな面を作る。

　　 敲いてできた剥片に用途に合わせた二次加工を施す。４

１

2

元になる石を打ち割って

３

４

用途に合わせて加工

ナイフ形石器の完成！

掻く（掻
そうき

器）

切る（ナイフ形石器）
開ける（錐

きり

）

石器の使い方
切る、開ける、彫る、掻く…

発
見
さ
れ
た
石
器
づ
く
り
の
痕
跡

　

中
東
遺
跡
か
ら
は
、
切
る
道
具
と
し
て

の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
ほ
か
、
掻そ
う
き器
や
彫ち

ょ
う
き器

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
出
土
し
た
石
器
に
は
、
完
成
品
と
し
て

中
東
遺
跡
の
地
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

と
、
石
器
製
作
に
よ
っ
て
そ
の
場
で
作
ら

れ
た
も
の
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
旧
石
器
時
代
の
石
器
の
一
つ
の
集
中
地

点
は
、
数
十
年
単
位
の
縄
文
時
代
の
竪
穴

住
居
跡
と
は
異
な
り
、
石
器
作
り
を
し
た

わ
ず
か
数
日
の
痕
跡
で
す
。
偶
然
に
も
そ

の
痕
跡
が
残
り
、
今
、
私
た
ち
の
目
の
前

に
旧
石
器
時
代
の
「
あ
る
日
」
が
広
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

伊
豆
半
島
の
柏
峠
か
ら

　

中
東
遺
跡
第
２
地
点
で
発
見
さ
れ
た
黒

曜
石
製
石
器
の
う
ち
分
析
可
能
な
資
料
の

大
半
は
、
伊
豆
半
島
の
天
城
火
山
に
近
い

柏
峠
か
ら
産
出
す
る
黒
曜
石
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。　

　
柏
峠
は
、
三
芳
町
・
上
富
か
ら
１
２
０

㎞
も
離
れ
て
い
ま
す
。
伊
豆
半
島
か
ら

人
々
が
移
動
し
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は

47 点の剥片や砕片が接合したもの。
原石は長さ 13㎝、幅８㎝、厚さ６㎝
ほどであったと考えられる。中央部
分に接合する石器がなかったことか
ら、ある程度まで石器を作ってから
ほかに持ち出したと思われる。原石
から石器をつくりだす手順がわかる
貴重な資料である。

伊豆半島から運ばれた
黒曜石（接合資料）

原
石
に
近
い
形
ま
で
接
合

　

出
土
し
た
石
器
の
う
ち
、
柏
峠
と
箱
根

須す
く
も雲
川
沿
い
の
畑

は
た
じ
ゅ
く宿
産
の
接
合
資
料
は
、

原
石
の
形
が
推
定
で
き
る
大
き
さ
ま
で
復

元
で
き
る
も
の
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

　
復
元
さ
れ
た
接
合
資
料
か
ら
は
、
原
石

を
計
画
的
に
打
ち
欠
い
て
ナ
イ
フ
形
石
器

を
作
る
、
約
３
万
年
前
の
技
術
力
の
高
さ

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

120㎞離れた
伊豆・柏峠から
三芳町・上富へ

　
黒
曜
石
は
火
山
の
噴
出
物
か
ら
生
成
さ

れ
た
火
山
岩
の
一
種
で
、
特
定
の
産
地
で

し
か
採
取
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
（
左
図
）。

　
産
地
に
よ
り
黒
曜
石
の
構
成
元
素
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
黒

曜
石
の
構
成
元
素
を
理
化
学
的
に
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
産
地
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

MIYOSHI7

ナイフ形石器
　　　の変遷

Ⅲ層
（約 1万
6000 年前）

Ⅴ層
（約 2万
4000 年前）

Ⅸ層
（約3万年前）

時代により変化

Ⅶ層
（約 2万
8000 年前）

　黒曜石の接合資料

こ
ち
ら
の
人
々
が
取
り
に
行
っ

た
の
か
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
旧
石
器
時
代
の
人
々
の

行
動
力
の
大
き
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
柏
峠
の
黒
曜
石
は
、

中
東
遺
跡
か
ら
５
０
０
ｍ
ほ
ど

離
れ
た
サ
ガ
ヤ
マ
遺
跡
や
藤
久

保
地
区
の
藤
久
保
東
遺
跡
で
も

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
遺
跡
に
つ
い
て

も
、
約
３
万
年
前
の
一
時
期
に

集
中
し
て
出
土
す
る
も
の
で
あ

り
、
三
芳
町
の
旧
石
器
時
代
を

特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。

黒曜石を使った石器として代表的なナイフ形石器。
槍の先につけて狩猟具としたり、肉や皮などを切る際の道
具として使われた。中東遺跡では約３万～１万 6 ０００
年前の各層位から出土しており、時期による大きさや形、
作り方の変遷がよくわかる。

彫る（彫
ちょうき

器）
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